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税
務
署
に
て
税
金
に
関
す
る
ご

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ご
予
約
の
際
に
は
、
氏
名
、

住
所
、
相
談
内
容
な
ど
を
お
伺
い

し
ま
す
。

た
だ
し
、
税
金
の
納
付
相
談
や

申
告
書
の
作
成
の
た
め
に
お
越
し

の
際
は
、
事
前
予
約
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〔
な
ぜ
予
約
が
必
要
な
の
？
〕

書
類
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
相
談
の
内
容
に
よ
り
電
話

で
の
回
答
が
困
難
な
場
合
は
、
従

来
か
ら
関
係
書
類
な
ど
を
ご
持
参

の
上
、
税
務
署
に
て
ご
相
談
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス
ム

ー
ズ
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
、
事
前
に
ご
予
約
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
税
務
署

1
０
７
９
（
４
２
１
）
２
９
５
１

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

小
売
物
価
統
計
調
査
は
、
私
た

ち
の
消
費
生
活
に
お
い
て
重
要
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
を
継
続

的
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物

価
の
動
向
を
正
確
か
つ
迅
速
に
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

す
。播

磨
町
も
商
品
の
価
格
調
査
お

よ
び
家
賃
調
査
（
一
部
の
地
域
）

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
員

杉
岡
佐
喜
子
（
兵
庫

県
知
事
に
よ
り
任
命
）

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
統
計
課
物
価
統
計
係

1
０
７
８
（
３
６
２
）
４
１
２
５

▼
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
５
分

※
た
だ
し
、
第
５
週
の
水
曜
日
は

引
き
取
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務

所
裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
三
木
支
所

1
０
７
９
（
４
８
４
）
３
０
５
０

▼
日
時

１
月
７
日
(月)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き

取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

防
火
管
理
者
を
必
要
と
す
る
事

業
所
ま
た
は
建
物
に
お
い
て
人
事

異
動
な
ど
に
よ
り
防
火
管
理
者
が

不
在
に
な
ら
な
い
よ
う
に
資
格
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
14
日
(木)
・
15
日
(金)

の
２
日
間
完
全
受
講

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ

ー
　
２
階
大
会
議
室

▼
受
付
期
間

１
月
21
日
(月)
〜
25

日
(金)

▼
受
付
場
所

加
古
川
市
役
所
□

消
防
庁
舎
５
階
　
予
防
課
窓
口

※
講
習
費
用
５
千
800
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
及
び
証
明
写
真
（
縦

３

×
横
2.4

）
２
枚
を
持
参
く

だ
さ
い
。

※
電
話
及
び
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
、
一
切
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
定
員

先
着
100
人
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
）

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
市
消
防

本
部
予
防
課
予
防
係

1
０
７
９
（
４
２
７
）
６
５
３
２

セ
ン

チ

セ
ン

チ

平
成
19
年
度
第
２
期
の
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
の
掛
金
補
助
は
、

12
月
25
日
(火)
に
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
個
人
あ
て
の
通
知
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

▼
償
却
資
産
と
は

固
定
資
産
税
に
い
う
償
却
資
産

と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
な
ど
の
事
業
を
営
む
方
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
、

土
地
・
家
屋
以
外
の
機
械
・
器

具
・
備
品
な
ど
「
事
業
用
有
形
固

定
資
産
」
を
い
い
ま
す
。

▼
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
所
有
者
は
個
人
、

法
人
を
問
わ
ず
毎
年
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ

い
て
、
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市

町
村
長
に
申
告
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
申
告
手
続
き
を
さ
れ
た

個
人
・
事
業
所
に
は
、
役
場
か
ら

償
却
資
産
申
告
書
を
郵
送
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
新
規
に
申
告
さ
れ
る
方

は
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

▼
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
の
要
件

①
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産

②
鉱
業
権
、
漁
業
権
、
特
許
権
そ

の
他
の
無
形
減
価
償
却
資
産
に
該

当
し
な
い
資
産

③
そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価

償
却
費
が
、
法
人
税
ま
た
は
所
得

税
法
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
損
金

ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ

る
も
の
（
法
人
税
ま
た
は
所
得
税

を
課
さ
れ
な
い
者
が
所
有
す
る
も

の
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※
自
動
車
税
の
課
税
客
体
で
あ
る

自
動
車
及
び
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
も
の
は
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▼
提
出
期
限

法
定
申
告
期
限
は
１
月
31
日
(木)

で
す
が
、
事
務
処
理
上
１
月
21
日

(月)
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
中
に
資
産
の

異
動
の
な
い
人
も
、
そ
の
旨
の
申

告
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
８

▼
対
象
住
宅

次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
に
該
当
す
る
人
が
住
ん
で
い

る
住
宅
（
新
築
軽
減
ま
た
は
耐
震

改
修
軽
減
を
適
用
し
て
い
る
住
宅
、

賃
貸
住
宅
を
除
く
）

①
65
才
以
上
の
人

②
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

▼
対
象
工
事

平
成
19
年
４
月
１

日
以
降
に
完
了
す
る
次
の
工
事
で
、

補
助
金
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
額

が
30
万
円
以
上
の
も
の

①
廊
下
の
拡
幅

②
階
段
の
勾
配

こ
う
ば
い

の
緩
和

③
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改
良

④
手
す
り
の
取
り
付
け

⑤
床
の
段
差
解
消
・
滑
り
止
め

⑥
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

▼
対
象
範
囲

１
戸
に
つ
き
100
平

方

ま
で
の
部
分

▼
軽
減
内
容

工
事
完
了
の
翌
年

度
の
税
額
の
３
分
の
１

▼
必
要
な
も
の

工
事
内
容
が
分

か
る
書
類
か
建
築
士
な
ど
が
発
行

す
る
証
明
書

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
８

メ
ー

ト
ル
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▲写っている方に画像データを差し
あげます。企画グループへお電話を。

■役場・教育委員会 
　1079（435）0355　○F（435）3398 
■健康いきいきセンター 
　1079（435）5578　○F（435）5140 
■福祉しあわせセンター 
　1079（435）1712　○F（436）5610 
■デイサービスセンター 
　1079（437）6155　○F（437）0065 
■加古川総合保健センター 
　1079（429）2923　○F（429）6300 
■播磨ふれあいの家 
　1079（678）1481　○F （678）1482

 
 

加古川市 

稲美町 

播磨町 

件 数 傷 者 死者 

2223 

272 

217

（－84） 

（－11） 

（＋2） 

平成19年11月末現在 
昨年比 

2646 

353 

248

（－141） 

（+11） 

（－9） 

2 

2 

2

（－14） 

（＋1） 

（＋2） 

「
声
か
け
」
で
　
ふ
せ
ご
う 

　  

空
き
巣
や
　
ひ
っ
た
く
り 

10月の町内犯罪発生件数　52件 
（前月比 ＋５件） 

 空き巣など  1 
忍び込み  1 
出店荒らし 1 
自動車盗  1 
オートバイ盗 1 
自転車盗  15 
ひったくり 2 
置き引き  4 
車上ねらいなど 2 
色情ねらい 1 
万引き  4 
暴行  4 
傷害  1 
詐欺  1 
強制わいせつ 1 
公然わいせつ 1 
器物損壊  5 
その他  6
平成19年犯罪累計550件 

種　別 

おくやみ 【11・12月届出分】

氏　名（敬称略）

有村　きみ子
大山　満
久保　彬
筑紫　光男
三宅　定義

町　名

（野添城）
（北本荘）
（東野添）
（本荘）
（古田）

年齢

92
66
71
84
80

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
の
掛

金
補
助
の
振
り
込
み

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
21

日
（月）
ま
で
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住

宅
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま
す

福

祉

税

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
、
事
前

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

小
売
物
価
統
計
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

く
ら
し
犬
の
引
き
取
り

猫
の
引
き
取
り

加
古
川
市
消
防
署

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

1月10日は110番の日
u１１０番通報のポイント　通報したとき、電
話に出た警察官が必要なことを質問しますの
で、それに答えるのが一番よい方法です。

u１１０番は緊急電話です　事件事故に遭われ
た方、見られた方からいち早く警察に通報し
ていただく緊急通報電話です。緊急の対応を
必要としない問い合わせ、相談などは、県警
なんでも相談電話「＃９１１０」の利用をお
願いします。 兵庫県加古川警察署

兵庫県の最低賃金改正のお知らせ
地域別最低賃金

平成19年10月31日発効
時間額　697円

※産業別最低賃金については、平成19年12月
1日より改正されています。

s問い合わせ 兵庫労働局労働基準部賃金課
1０７８（３６７）９１５４

防火管理者が必要な建物について 

※収容人員とは、その防火対象物に出入りし、勤
務し、または居住する者の数をいい、その算定方法
は、消防法施行規則第1条の3に定められています。 

映画館・公会堂・遊技場・飲食
店・店舗・旅館・病院・幼稚園・保
育園・社会福祉施設・その他 
学校・工場・倉庫・駐車場・事務
所・共同住宅・その他 

防火対象物 従業員および収容人員 

30人以上 

50人以上 
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▼
日
時

１
月
29
日
(火)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所

播
磨
町
福
祉
会
館

▼
参
加
費

無
料

▼
講
師

平
崎
泰
彦
氏（
税
理
士
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

播
磨
町
福
祉
会
館

1
０
７
９
（
４
３
７
）
３
２
２
１

県
で
は
、
広
域
都
市
計
画
基
本

方
針
（
東
播
磨
地
域
）
の
策
定
に

係
る
県
民
の
意
見
募
集
を
行
い
ま

す
。
広
域
都
市
計
画
基
本
方
針
は
、

今
後
行
わ
れ
る
東
播
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や

本
町
の
都
市
計
画
の
新
し
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
な
る
も
の
で
す
。

▼
募
集
時
期

意
見
募
集
を
開
始

す
る
時
期
は
、
平
成
20
年
１
月
頃

の
予
定
で
す
。

▼
資
料

詳
し
い
資
料
に
つ
い
て

は
、
開
始
す
る
日
か
ら
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
都
市
計
画
課
・
東

播
磨
県
民
局
の
県
民
情
報
セ
ン
タ

ー
及
び
町
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
で

も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
都
市
計
画
課

1
０
７
８
（
３
６
２
）
３
５
８
８

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
６

▼
募
集
職
種

子
育
て
支
援
員

▼
募
集
人
員

３
人

▼
業
務
内
容

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
業
務
に
従
事

▼
応
募
資
格

保
育
士
免
許
ま
た

は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
し
、
実

務
経
験
が
１
年
以
上
あ
る
人

▼
試
験
日

１
月
19
日
(土)

個
別
面
接
を
行
い
ま
す

▼
申
込
期
限

１
月
16
日
(水)

▼
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
総

務
グ
ル
ー
プ
で
配
布
し
て
い
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
７

Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
放

送
中
の
行
政
情
報
番
組
「
東
播
磨

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
」
の
リ
ポ
ー
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

18
歳
以
上
で
明
る
く
健

康
な
人
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
締
切

１
月
31
日
(木)
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

写

真
付
き
の
履
歴
書
を
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
製
作
編

成
部
　
〒
６
７
５
‐
０
０
３
９

粟
津
２
６
‐
２
　
Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ

Ｎ
テ
レ
ビ
「
東
播
磨
ふ
れ
あ
い
ネ

ッ
ト
　
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集
」
係

1
０
７
９
（
４
２
１
）
３
７
３
６

※
応
募
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
20
年
度
入
団
説
明
会
と
体

験
入
団
を
行
い
ま
す
。
発
達
段
階

に
応
じ
て
「
育
成
目
標
」
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
27
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館
２
階

▼
対
象

就
学
前
１
年
〜
高
校
生

の
女
子

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

平
郡
宅

1
6
０
７
９
（
４
３
５
）
０
１
２
２

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

情
報
わ
い
ど 

情
報
ペ
ー
ジ 
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固
定
や
止
血
な
ど
の
応
急
手
当
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

会
で
す
。
受
講
者
に
は
、
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
26
日
(土)

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

播
磨
町
・
加
古
川
市
、

稲
美
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
定
員

先
着
30
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１

月
９
日
(月)
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
月
曜
日
、
祝
日
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
）

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

非
常
持
ち
出
し
品
、
我
が
家
の

防
災
対
策
、
非
常
炊
き
出
し
用
資

器
材
、
地
震
パ
ネ
ル
の
展
示
と
非

常
食
展
示
と
試
食
。
参
加
無
料
で

す
。

▼
日
時

１
月
12
日
(土)
〜
19
日
(土)

〔
１
月
14
日
(祝)
、
15
日
(火)
は
休
館
〕

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

人
形
劇
や
紙
芝
居
を
、
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

１
月
26
日
(土)

午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
親

▼
出
演

グ
ル
ー
プ
「
ひ
よ
っ
子
」

▼
定
員

先
着
50
組

▼
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

１
月
７
日
(月)
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

播
磨
町
消

防
団
は
稲
美

町
消
防
団
と

恒
例
の
加
古

郡
消
防
協
会

出
初
式
を
開

催
し
ま
す
。

当
日
は
、

消
防
団
員
の

分
列
行
進
、
消
防
自
動
車
の
分
列

行
進
な
ど
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１
月
13
日
(日)
午
前
10
時

▼
場
所

蓮
池
小
学
校
校
庭
（
雨

天
時
は
同
体
育
館
）

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

▼
期
間

１
月
８
日
(火)
〜
28
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

石
ヶ
池
公
園
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
内
防
災
情
報
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と

教
訓
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
安

全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
歩
む
こ
と
を
誓
い
合
う
た
め
、

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
ウ

ォ
ー
ク
事
業
な
ど
多
彩
な
行
事
を

行
い
ま
す
。

１
・
１
７
の
つ
ど
い

黙
と
う
、

安
全
の
日
宣
言
、
献
花
な
ど

▼
日
時

１
月
17
日
(木)

正
午

▼
場
所

神
戸
東
部
新
都
心

▼
問
い
合
わ
せ

ひ
ょ
う
ご
安
全

の
日
推
進
県
民
会
議
事
務
局
（
県

企
画
管
理
部
防
災
企
画
局
企
画
課

内
）

1
０
７
８
（
３
６
０
）
６
３
６
３

▼
日
時

１
月
20
日
(日)

午
前
９

時
　
山
電
播
磨
町
駅
集
合

▼
目
的
地

播
州
小
富
士
山

こ

ふ

じ

さ

ん

（
姫

路
市
）

▼
行
程

白
浜
の
宮→

麻
生
八
幡

神
社→

小
富
士
山→

華
厳
寺

か
げ
ん
じ→

御

着
駅→

Ｊ
Ｒ
土
山
駅→

野
添
コ
ミ

セ
ン
（
午
後
２
時
30
分
、
新
年
総

会
）（
初
心
者
向
10

3.5
時
間
）

▼
交
通
費

千
円

▼
問
い
合
わ
せ

出
口
哲
二
宅

1
０
７
９
（
４
３
５
）
６
４
０
４

日
用
品
、
手
作
り
品
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
の
お
買
い
得
な
バ
ザ
ー
。

小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
ゲ
ー

ム
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

１
月
27
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

蓮
池
小
学
校
第
１
プ
チ
ク
ラ
ブ

1
０
７
８
（
９
４
１
）
１
１
４
１

【
学
童
保
育
っ
て
な
に
？
】

共
働
き
な
ど
の
た
め
、
放
課
後

を
一
人
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
小
学
生
の
た
め
の
「
第
２
の

家
庭
」
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
指

導
員
や
友
達
と
宿
題
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

町
内
す
べ
て
の
小
学
校
に
設
置
さ

れ
、
町
か
ら
の
補
助
と
家
庭
か
ら

の
保
育
料
で
保
護
者
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

キ
ロ

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

普
通
救
命
講
習
会

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
事
業

防
災
展
「
大
地
震
に
備
え
よ
う
！
」

子
育
て

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

”こ
ど
も
の
館
巡
回
劇
場
“

催

し

加
古
郡
消
防
協
会

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

「
防
災
作
品
展
」
開
催
中

リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

播
磨
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ

播
磨
町
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

学
童
バ
ザ
ー

播
磨
町
福
祉
会
館

元
気
ア
ッ
プ
講
座
　
お
は
な
し
編

こ
れ
だ
け
知
っ
て
い
れ
ば
安

心
「
相
続
と
贈
与
の
税
金
」

募

集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

広
域
都
市
計
画
基
本
方
針（
東

播
磨
地
域
）策
定
に
係
る
意
見

提
出（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
）手
続
の
実
施
に
つ
い
て

嘱
託
職
員
募
集

▲北部子育て支援センター

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
26
団

体
験
入
団
・
団
員
募
集

▲インタビューをするリポーター

活力あるハリマ創り塾活動報告

自然循環型社会を目指して
「活力あるハリマ創り塾」では、10月28日(日)洲本
市五色町「ウエルネスパーク」において開催された、
近畿バイオマスタウンサミットに参加し構想地域と
の交流を行ってきました。
この会合には、県内から豊岡市・南淡路市・洲本

市・宍粟市・加西市、県外から米原市・南丹市の7
バイオマスタウン先進地域が参集し、今日までの各
地域の取り組み状況が報告されました。
基調講演では「水が世界を変える」のテーマで、

大阪府立大学吉田弘之教授から「亜臨界水処理技術
によるバイオマス利活用」の研究報告を受けた後、
「バイオマス利活用による町づくり」をテーマに、報
告者によるパネルディスカッションが行われました。
現在バイオマス技術は各種の新技術が報告され、

先進地域ではそれぞれの地域性を生かした技術を採
用し取り組まれています。
私たちの播磨町に

おいても緊急に取り
組まねばならない地
球温暖化防止に、廃
棄物から有効資源を
生み出す新技術の応
用で温暖化防止に貢
献できる取り組みが
求められています。
バイオマスについて勉強してみませんか？　参加

をお待ちしています。
s問い合わせ 塾長　黒田 吉人宅
1０７８（９４４）０４３３

▲近畿バイオマスタウンサミット会場にて

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議

１
・
１
７
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア

ル
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
８



武力攻撃やテロなどから 
身を守るために 

播磨町国民保護計画  

───【計画のあらまし】─── 

武力攻撃やテロなどから 
身を守るために 

　町では平成19年3月に「播磨町国民保護計画」を作成しました。 

　この計画は、武力攻撃事態等において、住民の避難や救護などの

的確・迅速な実施を図ることにより、住民の生命、身体または財産

を保護することを目的としたものです。（根拠法：国民保護法『武

力攻撃事態等における国民の保護のため措置に関する法律』） 

　このパンフレットは、「国民保護とは何か」、武力攻撃や大規模テ

ロなどに際して「皆さんがどのように行動すればよいのか」あるいは、

「普段から何を備えておけばよいのか」などについてとりまとめたも

のです。 

───【対象となる事態】─── 

　いわゆる大規模テロなど武力攻撃の

手段に準ずる手段を用いて多数の人を

殺傷する行為が発生した事態または当

該行為が発生する明白な危険が切迫し

ていると認められるに至った事態 

緊急対処事態 

・攻撃対象施設等による分類 

　武力攻撃が発生した事態または武力

攻撃が発生する明白な危険が切迫して

いると認められるに至った事態 

  ①ゲリラ・特殊部隊　③航空攻撃 

  ②弾道ミサイル　　　④着上陸侵攻 

武力攻撃事態 

①大規模集客施設、ターミナル駅の爆破など 

②原子力発電所などの破壊、石油コンビナート、 
　可燃性ガス貯蔵施設などの爆破 

・攻撃手段による分類 ③放射性物質を混入させた爆弾などの爆発、 
　生物剤や化学剤の大量散布 

④航空機などによる自爆テロ 

【広報はりま 保存版 ①】

加古郡リサイクルプラザ 
1０７９（４３７）７６７１ 
休館日　毎週月・火曜日 

年末年始12月29日(土)～1月3日(木)

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

情
報
わ
い
ど 

施
設
だ
よ
り 
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土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
、

誰
で
も
す
ぐ
に
古
代
体
験
が
で
き

ま
す
。
当
日
の
午
後
１
時
か
ら
２

時
ま
で
の
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
６
日
(日)
、
12
日
(土)
、

14
日
(祝)
、
19
日
(土)
、
20
日
(日)
、
26

日
(土)
、
27
日
(日)

【
ま
が
玉
作
り
】

白
く
柔
ら
か
い
石
を
使
っ
て
、

古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
ま
が
玉
」

を
作
り
ま
す
。

▼
費
用

250
円

【
土
器
作
り
】

粘
土
１

で
土
器
を
作
り
ま
す
。

作
っ
た
土
器
は
約
１
〜
２
ヵ
月
後

に
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
費
用

300
円

大
中
遺
跡
公
園
で
和
凧
を
作
っ

て
凧
揚
げ
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

１
月
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

大
中
遺
跡
公
園

▼
対
象

小
学
生
以
上

▼
費
用

500
円

▼
定
員

先
着
10
人

▼
申
し
込
み

１
週
間
前
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

人
形
の
埴
輪
や
動
物
の
埴
輪
、

家
型
の
埴
輪
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

２
月
９
日
(土)

午
前
の
部
　
９
時
30
分
〜
正
午

午
後
の
部
　
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所

郷
土
資
料
館

▼
対
象

小
学
生
以
上

▼
費
用

500
円

▼
定
員

各
回
先
着
20
人

▼
申
し
込
み

１
週
間
前
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

キ
ロ

1月の休館日
1日（祝）～3日（木）、7日（月）、
15日（火）、21日（月）、28日（月）

郷 土
資料館
1079（435）5000
6079（436）0135

プ
チ
古
代
体
験

和
凧だ
こ

を
作
ろ
う

播磨町健康いきいきセンター 播磨町健康いきいきセンター 
1０７９（４３５）５５７８ 

休館日　毎週月曜日、年末年始12月28日(金)～1月4日(金)

お正月で体重が増えた人 大集合！
お正月を過ぎると気になるのが体重の増加です。ほんの数日の

出来事なのですが、この増加分がなかなか元に戻らないことが多
いようです。
減量のために効果的に体脂肪を燃焼するには、ウォーキングや

ジョギング、自転車こぎ、水泳などの有酸素運動を「楽でもなく、
きつくもなく」といった強度で実施することです。
また、太りにくい体質に変えていくために、筋力を付けて基礎

代謝を高めていく必要もあります。筋肉は太ももや背中、腹、胸
などの大きな部位をトレーニングすることがポイントです。当然
食事の管理も必要になってきますが、とにかく１日の活動量が増
えるように工夫・努力したいものです。当センターでは有酸素系、
筋力系それぞれのマシンを取り揃えていますので、ぜひご利用い
ただきたいと思います。
※初めて利用される方は、まず初回講習会をご予約ください。
（プールは除く）

ひな人形作り　参加者募集
2人1組で、ガラス製の男女１対のひ

な人形の置物を作ります。ガラス工房
でオリジナル人形作りに挑戦します。
※当日作品の持ち帰りは出来ません。
後日の引き渡しとなります。

s日時 2月9日(土)、10日(日)
午前9時30分～、午前10時50分～、
午後1時30分～、午後2時50分～

s対象 播磨町または稲美町に在住の
小学4年生以上

s定員 各回2組
s参加費 500円(1組)
s申し込み 電話で直接加古郡リサイ
クルプラザまで
1０７９（４３７）７６７１ ▲トレーニングジム（ウォーキング

＆ランニングマシーン）
▲プール（アクアビクス）

埴
輪
は
に
わ

を
作
ろ
う



救援の指示 

避難のしくみ 

国は、武力攻撃やテロなどから国民の生命、身体及び財産を保護するため緊急の必要があると認めるとき、
警報の発令や避難措置の指示を行います。 
これを受け、県は、警報の通知や避難の指示を行います。これらの情報は、町の防災行政無線やテレビ放送
などを通じて、皆さんに伝達されます。 

救援のしくみ 

住民の避難が行われた場合や武力攻撃災害により被災した場合、避難住民
や被災者に対し、食品・生活必需品の提供や医療の提供などの救援を行い
ます。 
避難所の開設や炊き出しなどの救援活動は、県知事が中心になり町、日本
赤十字社などが力を合わせて実施します。 

救援の内容：収容施設の設置、食品・飲料水の提供、生活必需品の提供、 
　　　　　　医療の提供など 
※避難、救援などにあたっては、高齢者、障害者などの方々に特に配慮し
ます。 

 国（対策本部） 

日本赤十字社 

救援の指示 

 都道府県知事・指定都市の長（市町村長） 

収容施設の設置、食品・飲料水の提供、生活必需品の提供・医療の提供など 

安否情報の収集と照会に対する回答 

協力 

市町村長 
（収集・整理） 

都道府県知事 

照 会 者  

（収集・整理） 
総務大臣 

（消防庁長官） 

回
答
 

照
会
 

回
答
 

照
会
 

回
答
 

照
会
 

武力攻撃災害への対処 

緊急対処事態への対処 

ゲリラや特殊部隊による攻撃などと類以の事態が想定される緊急対処事態（大規模テロなど）については、
原則として武力攻撃事態などへの対処に準じて住民の避難や救援などを行います。 

★身の回りで急な爆発が起こったら 
自ら安全を守る意識や行動が大切です。例えば、身の回りで急な爆発が起こった場合には、ただちに姿勢
を低くし、身の安全を守りましょう。 
その後、爆発が起こった建物などから速やかに離れましょう。 

　【火災が発生した場合】○できるだけ低い姿勢をとり急いで建物から出ましょう 
　　　　　　　　　　　  ○直接煙を吸わないよう、口と鼻をハンカチなどでおおいましょう 

不審船の情報の通報について 

●本町は海岸線を有しており、皆さん一人ひとりの情報が重要です。 

●海岸などにおいて、不審な船や人物、漂流物を見掛けたら、役場、
消防署、警察署、海上保安署に連絡してください。　 

国民保護においても、自然災害の場合と同様に住民の避難や被災者の救助などに際し、皆さんのご協
力が不可欠です。次のようなご協力をお願いすることがあります。 

● 電　話 
　 消防：１１９番 
　 警察：１１０番 

● 海の緊急連絡 
　 海上保安署：１１８番 

武力攻撃に伴う被害をできるだけ小さくするために、国、県、町が一体となって対処します。 

住民が危険な場所に入ら 
ないよう警戒区域を設定 

消火や被災者の救助など 
の消防活動 

消防活動 ダムや発電所などの 
施設の警備 

放射性物質などによる 
汚染の拡大を防止 警戒区域を設定 

日ごろ、気をつけていただきたいこと !

皆さんにご協力をお願いしたいこと 

住民の避難や被災者の救援の援助 消火活動、負傷者の搬送、被災者の救助などの援助 

保健衛生の確保に関する措置の援助 避難に関する訓練への参加 

【広報はりま 保存版 ③】 【広報はりま 保存版 ②】



●元栓を閉め、コンセントを抜いておきます。冷蔵庫のコンセントは挿したままにしておきましょう 

●県や町などの指示に従い、避難しましょう。（避難経路や交通手段などについても地震や洪水など
の自然災害と違い、その時々の事態の状況に応じて決められます） 

●身分を証明できる運転免許証などを携行しましょう 

●自然災害の場合と同様に、家の戸締りや近所の人に声を掛けましょう 

警報が発令されたら 
★落ち着いて情報を収集しましょう。 
警報をはじめ、テレビやラジオなどを通じて伝えられる各種情報の収集に努めましょう。 
武力攻撃やテロが迫ったり、発生した地域には、町からサイレンなどを使って皆さんに注意を呼び
かけることとしています。また、テレビやラジオの放送や消防の広報車両などを通じて、どのよう
なことが、どこで発生し、あるいは発生するおそれがあるのか、さらに、皆さんにどのような行動
をとっていただきたいか、お伝えします。 

屋内にいる場合の例 
　●ドアや窓を全部閉め、ガス、水道、換気扇を止めましょう 
　●ドア、壁、窓ガラスから離れましょう 

屋外にいる場合の例 
　●近くのビルなど堅ろうな建物の中に入りましょう 
●自家用車などを運転している方は、できるだけ道路外の場所に車両を 
　止め、緊急通行車両の妨げとならないようにしてください 
 
避難の指示が出されたら 
★丈夫な靴、長ズボン、長袖シャツ、帽子などを着用し、非常持ち出し品を持参しましょう。 

（日ごろからの準備が大切です） 
皆さんの安全を守るため、屋内への避難、近くの避難所への避難、市町や県の区域を越えた避難な
ど状況に応じた避難の指示が、県や町などから出されます。 
避難の指示が出された場合は、指示に従って落ち着いて行動しましょう。 

避難に際し、ご注意いただくこと !

いざというとき、皆さんに行っていただきたいこと 

非常持ち出し品の例 

○ 携帯用飲料水 

○ 食品（ビスケット、チョコレートなど） 

○ 貴重品（預金通帳、印鑑、現金など） 

○ パスポートや運転免許証 

○ 緊急用品（常備薬、包帯、消毒薬など） 

○ ヘルメット、防災ずきん 

○ 衣類、下着、毛布 

○ 懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池　など 

住民総参加型 

NPO法人スポーツクラブ21はりま NPO法人スポーツクラブ21はりま 
住民総参加型 住所　播磨町本荘70番地1 

　　　播磨町総合体育館内 
1０７９（４３７）２２０１ 
6０７９（４３７）３３８２ 
e-mail　harima21@arion.ocn.ne.jp 
ホームページ 
http://www8.ocn.ne.jp/̃sports21/

〈休館日〉毎月第4月曜日（祝日の場合は翌日・はりまシーサイドドーム、 
　　　　　秋ヶ池運動場除く）、年末年始（12月29日～1月3日） 
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報
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よ
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年
末
年
始
及
び
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
の
た
め
、
次
の
通
り
施
設
使

用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
年
末
年
始

12
月
29
日
(土)
〜
１
月
３
日
(木)

総
合
体
育
館
、
浜
田
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
秋
ヶ
池
運
動
場
、
は
り
ま
シ

ー
サ
イ
ド
ド
ー
ム
、
各
球
場
、
小
・

中
学
校
体
育
施
設

●
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

１
月
26
日
(土)

終
日

総
合
体
育
館
（
全
館
）、
浜
田
球

場
、
浜
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
浜
田

公
園
自
由
広
場

１
月
27
日
(日)

終
日
　
浜
田
球
場

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

総
合
体
育
館
（
全
館
）、
浜
田
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
浜
田
公
園
自
由
広
場

１
月
27
日
(日)
に
開
催
さ
れ
る
播

磨
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

コ
ー
ス
監
察
、
受
付
補
助
な
ど
、

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
は
り
ま
が
主
催
す
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同

時
に
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

は
り
ま
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
が

学
校
や
部
活
動
の
帰
り
に
気
軽
に

集
ま
っ
て
、
仲
間
同
士
で
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
ス
ポ
ー
ツ
し
た
り
…
。

若
者
が
自
由
に
立
ち
寄
れ
る
た
ま

り
場
を
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
り

ま
が
支
援
し
ま
す
。
一
度
、
立
ち

寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

毎
週
木
曜
日

午
後
３
時
〜
７
時

▼
場
所

総
合
体
育
館
（
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室
、
談
話
室
ほ
か
）

●
３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会▼
日
時

２
月
９
日
(土)

午
前
９
時
〜

▼
場
所

総
合
体
育
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
で
手

軽
に
テ
ニ
ス
が
で
き
ま
す
。
テ
ニ

ス
の
経
験
が
な
い
方
、
体
力
に
自

信
の
な
い
方
で
も
簡
単
に
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼
日
時

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜

日
　
午
前
９
時
〜

▼
場
所

総
合
体
育
館
　

▼
参
加
費

300
円

※
当
日
参
加
可
。
詳
し
く
は
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
り
ま
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
室
を
３
日
間
す
べ
て
受
講
さ

れ
た
方
に
は
、
最
終
日
に
修
了
証

を
発
行
し
ま
す
。

▼
日
時
《
受
付
開
始
日
》

①
２
月
５
日
(火)
、
７
日
(木)
、
９
日

(土)

午
後
７
時
〜
８
時
50
分

《
１
月
４
日
(金)
か
ら
受
け
付
け
》

②
２
月
18
日
(月)
、
20
日
(水)
、
22
日

(金)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
20
分

《
１
月
15
日
(火)
か
ら
受
け
付
け
》

▼
対
象

16
歳
以
上

▼
定
員

先
着
10
人

※
申
し
込
み
が
３
人
以
下
の
コ
ー

ス
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
費
用

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

500
円
、
一
般
　
千
円

▼
用
意
す
る
物

裏
に
名
前
と
生

年
月
日
を
記
入
し
た
写
真
（
縦
40

×
横
30

）
を
２
枚

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
り
ま
ま

で
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ミ
リ

ミ
リ

新年あけましておめでとうございます。皆さま方には、健やかに
初春をお迎えのことと、心からお喜び申し上げます。
当クラブも設立から数えて今年で8年を迎え、またＮＰＯとなっ

てからは4年目となりました。この間、順調に会員数も増加し、県
下でも指折りの規模を誇るクラブとなりました。これも皆さま方の
ご支援・ご協力のおかげと深く感謝するしだいです。
これからも総合型地域スポーツクラブとして、「やろう！ 見よ

う！ 育てよう！ スポーツタウンはりま」を合言葉に、多様なスポ
ーツ、イベントなどを開催してまいります。また、公共スポーツ施
設の管理者として今後も利用者の視点に立った管理運営に努めます。
新しい年が皆さまにとって幸多いものでありますよう祈念いたし

まして、新年のごあいさつといたします。
スポーツクラブ21はりま　理事長 北武外司

【広報はりま 保存版 ④】

▲力強く走る子どもたち（秋ヶ池運動場）

施
設
使
用
休
止
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

ク
ォ
ー
タ
ー
テ
ニ
ス
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
！

中
・
高
生
の
自
由
な
広
場
「
ゆ

う
ゆ
う
ス
ポ
は
り
」
開
設
中




